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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月7日(2018.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メロキシカム５ｍｇを含む医薬組成物の単位剤形であって、単回用量が、絶食状態の健
常成人の集団に経口投与したとき、７，５００ｈ＊ｎｇ／ｍＬ～２０，０００ｈ＊ｎｇ／
ｍＬの平均血漿中ＡＵＣ（０－∞）を提供することを特徴とする単位剤形。
【請求項２】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、３５０ｎｇ／ｍＬ～９５
０ｎｇ／ｍＬの平均血漿中Ｃｍａｘを提供する請求項１に記載の単位剤形。
【請求項３】
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　溶出速度が、３７℃±０．５℃で０．１％ラウリル硫酸ナトリウム（ＳＬＳ）を含むｐ
Ｈ６．１のリン酸緩衝液５００ｍＬ中にて回転速度１００ＲＰＭに設定したＵＳＰ装置１
（バスケット）を用いて試験したとき、３０分間以下；２０分間以下；１０分間以下；８
分間以下；７分間以下；６分間以下；及び５分間以下から選択される期間に前記メロキシ
カムの少なくとも８０％が溶出するような速度である請求項１に記載の単位剤形。
【請求項４】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、１３，６１０ｎｇ－ｈ／
ｍＬの８０％～１２５％である平均血漿中ＡＵＣ（０－∞）を提供する請求項１に記載の
単位剤形。
【請求項５】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、７．５ｍｇ　Ｍｏｂｉｃ
錠剤のＡＵＣ（０－∞）の６０％～８０％である平均血漿中ＡＵＣ（０－∞）を提供する
請求項１に記載の単位剤形。
【請求項６】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、７．５ｍｇ　Ｍｏｂｉｃ
錠剤のＣｍａｘの８０％～１２５％である平均血漿中Ｃｍａｘを提供する請求項１に記載
の単位剤形。
【請求項７】
　メロキシカム１０ｍｇを含む単位剤形であって、単回用量が、絶食状態の健常成人の集
団に経口投与したとき、１６，０００ｈ＊ｎｇ／ｍＬ～４４，０００ｈ＊ｎｇ／ｍＬの平
均血漿中ＡＵＣ（０－∞）を提供することを特徴とする単位剤形。
【請求項８】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、７００ｎｇ／ｍＬ～１，
９００ｎｇ／ｍＬの平均血漿中Ｃｍａｘを提供する請求項７に記載の単位剤形。
【請求項９】
　前記メロキシカムの粒子が、１００ｎｍ～５，０００ｎｍの体積平均に基づく中央粒径
を有する請求項１又は７に記載の単位剤形。
【請求項１０】
　前記メロキシカムの粒子のＤ（０．９）が、３，０００ｎｍ未満である請求項１又は７
に記載の単位剤形。
【請求項１１】
　前記メロキシカムの粒子の表面重み付け平均直径（Ｄ［３，２］）が、１００ｎｍ～８
００ｎｍである請求項１又は７に記載の単位剤形。
【請求項１２】
　前記メロキシカムの粒子の体積重み付け平均直径（Ｄ［４，３］）が、４００ｎｍ～１
，３００ｎｍである請求項１又は７に記載の単位剤形。
【請求項１３】
　溶出速度が、３７℃±０．５℃で０．１％ラウリル硫酸ナトリウム（ＳＬＳ）を含むｐ
Ｈ６．１のリン酸緩衝液１，０００ｍＬ中にて回転速度１００ＲＰＭに設定したＵＳＰ装
置１（バスケット）を用いて試験したとき、３０分間以下；２０分間以下；１５分間以下
；１４分間以下；１３分間以下；１２分間以下；１１分間以下；１０分間以下；及び５分
間以下から選択される期間に前記メロキシカムの少なくとも８０％が溶出するような速度
である請求項７に記載の単位剤形。
【請求項１４】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、１時間～３時間の中央血
漿中Ｔｍａｘを提供する請求項１又は７に記載の単位剤形。
【請求項１５】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、１５ｍｇ　Ｍｏｂｉｃ錠
剤の平均血漿中ＡＵＣ（０－∞）の６０％～８０％である平均血漿中ＡＵＣ（０－∞）を
提供する請求項７に記載の単位剤形。
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【請求項１６】
　単回用量が、絶食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、１５ｍｇ　Ｍｏｂｉｃ錠
剤の平均血漿中Ｃｍａｘの８０％～１２５％である平均血漿中Ｃｍａｘを提供する請求項
７に記載の単位剤形。
【請求項１７】
　メロキシカム１０ｍｇを含む医薬組成物の単位剤形であって、単回用量が、摂食状態の
健常成人の集団に経口投与したとき、５２５ｎｇ／ｍＬ～１，５００ｎｇ／ｍＬの平均血
漿中Ｃｍａｘを提供することを特徴とする単位剤形。
【請求項１８】
　単回用量が、摂食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、３時間～７時間の中央血
漿中Ｔｍａｘを提供する請求項１７に記載の単位剤形。
【請求項１９】
　単回用量が、摂食状態の健常成人の集団に経口投与したとき、１５，０００ｈ＊ｎｇ／
ｍＬ～４２，０００ｈ＊ｎｇ／ｍＬの平均血漿中ＡＵＣ（０－∞）を提供する請求項１７
に記載の単位剤形。
【請求項２０】
　変形性関節症又は関節リウマチの治療ために使用される請求項１から１９のいずれかに
記載の単位剤形。
【請求項２１】
　請求項１から２０のいずれかに記載の単位剤形を含むことを特徴とするカプセル剤又は
錠剤。
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